
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32(1899)年の創業時に売り出した胃薬
の商品名で、ベストセラーとなったも
のです。丑五郎商店では秋津(現・東村
山市)の膏薬｢松井

ま つ い

膏
こ う

｣も販売するなど、
薬品類も取り扱っていたことがわかっ
ています。 

さて、それでは大八車の目籠にもう
一度着目してみましょう。量の多さに
圧倒されますが、よく見るとそれぞれ
が束になっていることが分かります。
目籠は 60 枚で束ねられ、この一束が
「ヒトッコレ」という単位でした。多摩
だけではなく、由木・鶴川などからも
集めて出荷していたようです。写真は、
大正時代の初荷（正月の売り出し）のよ
うすと伝えられており、1 年のなかで
も大規模な出荷だったと思われます。 

横倉丑五郎商店は、息子の碩之助
せ き の す け

の
代で大きく変わります。アイデアマン
だった碩之助は目籠編みを利用したラ
ンプシェードを作り、特許をとったと
言われています。さらに、関⼾に進出
して「関⼾館」という、⼯場や旅館を兼
ねた施設を作りました。関⼾に進出す
る際、中沢にあった店舗は、出身家の
小泉家に譲られて小泉商店となり、そ
の後クリーニング店に転じました。 

多摩の目籠は、地域に現金収入をも
たらすだけではなく、技術を応用した
新たな産業の試みを生み出すなど、大
きな影響を与えた存在だったのです。 
参考文献：公益財団法人多摩市文化振興財団 2011

『多摩・商店ことはじめ』 

今回は多摩市内のお店の話をしまし
ょう。写真をご覧ください。大八車に
ぎっしり荷物を積んだ人々が写ってい
ます。これは荒物屋・横倉丑五郎商店
(通称「ウッサン店」)です。現在の多摩
市中沢の入口付近にありました。 

大八車に積まれているのは、多摩で
作られていた｢目籠｣というシノダケ製
の六つ目の籠です。目籠は｢めかご｣と
読みますが、多摩の方言では｢メカイ｣
｢メケエ｣などと呼ばれ、江⼾時代の末
頃に八王子の宇津

う つ

貫
ぬ き

で始まり、多摩市
域でも落合周辺などで農業の合間の現
金収入源として生産されました。 

生産された目籠は、仲買人を通して
各地に出荷されました。仲買人の人脈
や時代によって出荷先は異なります
が、築地・目⿊・横浜・川越・中野・熊
谷・静岡・函館などに出荷され、魚や貝
の料理の入れ物や調理道具、さらには
土産物としても使用されたそうです。 

お店を持たない仲買人も多くいまし
たが、横倉丑五郎商店は店舗を持ち、
さまざまな商品を取り扱っていまし
た。写真を再度見てみましょう。掲げ 
られている看板に「胃活」
とあります。これは大阪
の信天堂山⽥安⺠薬房
（現・ロート製薬）が明治 
 
 
 
 
 
 
 
 

私達が住む｢多摩ニュータウン｣の街
の造りには、他の都市にはない大きな
特徴がいくつかあります。 
 その一つは、この街が｢近隣住区論｣
という考え方によって構築されている
点です。多摩市域の場合、この住区は東
から、諏訪、永山、貝取、豊ヶ丘、落合、
鶴牧、唐木⽥などです。  
 ｢近隣住区論 Neighborhood Unit｣は
20 世紀初頭、アメリカの社会学者 C.A.
ペリーによって提唱された都市計画理
論です。住⺠が住む地域を｢自分の街｣
として意識しやすい｢まとまり・大き
さ｣を単位として造っていく考え方で
す。ペリーの住区は人口が概ね6,000人
前後、小学校１校が成立する大きさで、
半径概ね 400ｍ前後です。 
 多摩ニュータウンの｢住区｣は概ねこ
の倍の大きさで、２小学校・１中学校、
人口は 12,000〜20,000 人程度です。住
区の中心には近隣センター(商店街、郵
便局、コミュニティセンターなど)が置
かれ、周囲は幹線道路に囲まれていま
す。幹線道路以外の住区内道路は、通
過交通を防ぐため直通の道路は設けら
れず、団地内ではクルドサック（袋小
路）状に造られています。つまり、住 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

区内では徒歩圏内で多くの日常生活が
完結でき、街は人間的なスケールの範
囲で｢自分の街：Community｣と認識で
きる大きさを単位として創られている
のです。 
 もう一つの特徴は、そして住⺠とし
ての筆者が気に入っている特徴は、街
全体に張り巡らされている｢ペデスト
リアンデッキ：緑のネットワーク｣で
す。ペデストリアンデッキ(以下：ＰＤ)
とは歩行者専用道ですが、主要道路と
はオーバーブリッジ、又は、アンダー
パスで立体交差しており、車交通とは
平面交差することなく、安全に徒歩移
動ができる｢路｣です。 
 多摩市は全国トップクラスの公園・
緑地率が高い街ですが、ＰＤはこの緑
の公園をつなぎ、そして、小中学校、住
区センター、駅へと向かう主要歩行者
動線をネットワーク状に、網の目のよ
うに繋いでいるのです。例えば、聖ヶ
丘に住む小生は、自宅を出発してＰＤ
を辿り、４つの住区を横断して一度も
車道と交差することなく、多摩センタ
ーまで行きつくことができます。私達
の街の子供達は、放課後、このＰＤを
使って、自転車又は徒歩で、縦横無尽
に街中を行き交い、様々な遊びや交流
を日々体験しています。 
 このような大規模な緑のネットワー
クは、国内外には他に例がありません。
この街の大きな魅力の一つと考えま
す。 

しょうぶかん 
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橋 場 万 里 子  多摩の歴史さんぽ（３４） 

多摩の目籠と横倉丑五郎商店 

筆者紹介：橋場万里子(はしば まりこ) 
パルテノン多摩(公益財団法人多摩市文化
振興財団)学芸員。東京都立大学、東京医療
学院大学非常勤講師。 

上 野  淳  多摩ニュータウン物語（２） 

筆者紹介：上野 淳(うえの じゅん) 
東京都立大学名誉教授・⼯博。前学⻑。専
門は建築計画・地域計画。多摩市在住 30 年。
著書に‘多摩ニュータウン物語’など。 

‘多摩ニュータウン’ の街の仕組み 

多摩ニュータウンのペデストリアンデッキ 

 

目籠の初荷 大正初期／『写真で綴る多摩 100 年』より 

〜桃瀬 茉莉 ⼼を癒すヒーリングジャズピアノ〜 
◆ １０月１５日(土) 17:00 開場 17:30 開演 19:00 終演  ■ 桃瀬

も も せ
 茉莉

ま り
（ピアニスト/作・編曲家） 

会  場 ： ロビー 

入場料 ： ￥500 ５０名限定（受付：８月２８日（日）10:00～） 

曲  目 ： Falling leaves 桃瀬茉莉 

        月の光(ドビュッシー)Jazz ver. 

        Moon river(ヘンリー マンシーニ) ほか 

主  催 ： 菖蒲館まつり実行委員会 

神奈川県出身。「心を癒すヒーリング・ジャズ・ピアノ」をテーマ
に、心に響く美しいメロディを大切に、季節の移ろいや空の表情を
ドラマチックに描いたオリジナル曲を作り、届けている。桐朋学園
大学音楽学部入学後より全国各地で演奏活動を行いクリス・ハート
のバックにて NHK「SONGS」などに出演するなど数多くのアーテ
ィストと共演。これまでに自身の作編曲作品として 11 枚の CD を
リリースし毎年リリースツアーを行う。2020 年 10 月、日経モーニ
ングプラス FT(BS テレ東) エンディングテーマに「雲をぬけたら」
(アルバム Across the sky)タイアップ決定放送中。 

ミュージック ビデオ
｢Falling Leaves｣
桃瀬 茉莉 



                        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

菖蒲館ウォーキング 

～ 小山田緑地・つり橋コース方面 ～ 

☆日 時：10 月 25 日(火) 9:30 菖蒲館集合 
☆コース：詳細は掲示板およびホームページで。 
☆定 員：20 名 当日受付 
☆参加費：100 円(保険代ほか) 
☆持ち物：タオル、飲み物、帽子等 
☆主 催：健康･スポーツ部会 

子どもたちの作品展示 

～ 化けて笑ってみんないっしょにハッピーハロウイン ～ 

☆期 間：9 月 27 日(火) 〜 10 月 31 日(月) 
☆場 所：１階展示スペース他 
☆作 品：りすのき保育園、おだ認定こども園の園児 
     の手形がモンスターに変身 
☆主 催：文化部会 

 

ハロー From Shobukan からきだ菖蒲館広報紙 

次号は 10 月 23 日 発行予定 

  

 

 

 

 

日曜朝市 
地元産の新鮮な野菜が菖蒲館の広場に！ 

☆日 時：第 131 回  9 月 18 日(日) 9:00〜11:00 
     第 132 回 10 月 23 日(日) 9:00〜11:00 

毎月 1 回実施(原則第 3 日曜日)     
☆場 所：菖蒲館 玄関前広場 
☆販売品：地元産の野菜など 
☆主 催：日曜朝市実行委員会  

※問合せ・申込：☎042-338-6333(事務局)10:00 より 

花いっぱい運動でつくる“絆” 

みなさんのご協力で、駅前広場や菖蒲館は四季折々、
様々な草花でいっぱいです。お気軽にご参加下さい。 

☆日 時： 9 月 17 日(土) 10:00〜 
     10 月 15 日(土) 10:00〜 
     ※10 月 15 日参加の方に 

花苗をプレゼント！ 

 
☆場 所：菖蒲館玄関前 
☆主 催：まちづくり部会 
※この活動は一般財団法人            の助成を受けています 

菖蒲館ウォーキング 

～ 小山田緑地・アサザ池・トンボ池方面 ～ 

☆日 時：9 月 19 日(月･祝) 9:30 菖蒲館集合 
☆コース：菖蒲館→よこやまの道→アサザ池→本園→トンボ池→菖蒲館 
 
 
 
 
 
☆定 員：20 名 当日受付 
☆参加費：100 円(保険代ほか) 
☆主 催：健康･スポーツ部会 

運営協議会からのお知らせ 

喫茶コーナー｢和 nagomi cafe｣ が 10 月 1 日に新
しくオープンします。ご利用お待ちしています！！ 

福祉なんでも相談会 

～ 福祉、介護、認知症ほか 気になる事、悩み事、 

     どなたでもご利用できる身近な相談窓口です ～ 

☆日 時： 9 月 20 日(火) 14:00〜16:00 
     10 月 18 日(火) 14:00〜16:00 
☆場 所：1 階第１会議室 ☆参加費無料(直接会場へ) 

※相談員は社協・包括の職員｡相談内容は守られます 
☆主 催：福祉部会、多摩市社会福祉協議会 
     多摩センター地域包括支援センター 

 

２階 ホール(展示) 第 2･3 会議室 

H-01 Tole Heart 
H-02 大人のぬり絵サークル 
H-03 花みずきの会 
H-04 フォトクラブ四季 
H-05 ペインティング パーティ オリーブ 
H-06 植物画サークル ジニア 
H-07 多摩地区伝統文化いけばな親子教室 
H-08 ガーデニア・グレース〜暮らしを楽しむ会〜 
K-01 多摩市健康づくり推進員 
K-02 あいクリニック中沢 

(血管年齢測定) 

１階 ロビー 

L-01 E wehi lei lani フラサークル 
L-02 Hula Kiana  
L-03 Hula Kiana2 
L-04 Lily Company(陽気な仲間） 
L-05 アクアブルー多摩キッズチアダンス 
L-06 オハナクラス、ハイビスカス、ロケラニ 
L-07 ジュニア☆プラネット 
L-08 たまハープアンサンブル 
L-09 小さな音楽会”結弦” 
L-10 マーリエフラ 
L-11 読み語り｢物集女｣ 
L-12 自彊術オリーブの会 

参 加 団 体 

H-01 

H-02 

H-06 

H-03 

H-04 

H-07 L-01 

L-07 
 

L-02 

L-08 
 

L-03 L-06 
 

L-04 

L-10 

H-05 

L-11 L-12 

L-09 
 

K-01 

K-02 

☆リサイクル図書無料配布 
☆雑誌の付録無料配布 

L-05 

児童館 図書館 

H-08 
 

2022.8.撮影 

2022.8.撮影 

☆からき団フェスタ 2022 

10/15(土)10:00～19:00 
10/16(日)10:00～16:10 

※プログラム
は９月中旬以
降受付で配布
いたします。 


